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割安な水準にある新興国株式

新興国株式優位へ、転換の兆し

新興国株式、15年ぶりの転換点か

新興国株式のパフォーマンスは、2016年に引き続き2017年も好調に推移しています。新興国株式と米国株式の相
対パフォーマンスの１年移動平均が２年移動平均を上回ろうとする状況は、15年ぶりの転換点を示唆している可能
性があるといえそうです。

緊急企画PICTETスペシャルセミナー

2017年6月23日

■新興国株式の対米国株式相対パフォーマンスの推移
（米ドルベース、1987年12月末=1として指数化、期間：1987年12月末～2017年5月末）

新興国株式の
パフォーマンスが
米国株式よりいい

米国株式の
パフォーマンスが
新興国株式よりいい

転換点！？

※新興国株式：MSCI新興国株価指数、米国株式：MSCI米国株価指数、いずれも配当込み
※MSCI指数は、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同
指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 出所：ブル－ムバーグのデータを使用しピクテ投信投資顧問作成

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

87年12月 94年12月 01年12月 08年12月 15年12月

新興国株式 米国株式

■新興国株式と米国株式の推移（米ドルベース、1987年12月末=100として指数化、期間：1987年12月末～2017年5月末）

好調に推移する新興国株式、今から投資しても遅くはないのでしょうか？新興国株式（MSCI新興国株価指数）の予
想PER（株価収益率）は12倍と、米国株式（MSCI米国株価指数）の18倍に比べて割安な水準です。（2017年5月
末現在）相対的に割安で、転換点を迎えた可能性が高い新興国株式、今後の上昇にも期待できます。

このような環境下、ピクテではスペシャルセミナーを開催いたします。「新興国株式投資－15年ぶりの転換点」と題し
て、7/11東京、 7/19福岡、7/24大阪の3会場で行います。転換の兆しを見せ始めた新興国株式について、徹底
解説いたします。お申込みの詳細については、ピクテのホームページをご覧ください。


